
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

二

九

八

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
二
九
八
号

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
閉
鎖
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
の
閉
鎖
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
の
省
内
事
業
仕
分
け
（
以
下
単
に
「
省
内
事
業
仕
分
け
」
と
い
う
。
）
は
、
事
業
仕
分
け
室
の
設
置
に
関
す

る
訓
令
（
平
成
二
十
二
年
厚
生
労
働
省
訓
令
第
二
十
九
号
）
の
規
定
等
に
基
づ
き
、
同
省
の
事
務
・
事
業
や
同
省
が
所
管
す

る
独
立
行
政
法
人
、
公
益
法
人
等
の
事
業
な
ど
の
在
り
方
（
以
下
「
対
象
事
業
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
同
省
が
自
ら

改
革
を
実
施
す
る
趣
旨
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
対
象
事
業
等
に
対
す
る
民
間
有
識
者
に
よ
る
評
決
結
果
を
踏
ま
え
て
、

最
終
的
に
は
同
省
が
自
ら
対
象
事
業
等
の
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

一
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日
の
第
九
回
省
内
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
が
提
示
し
た
東
日
本
支
部
東
北
連
絡
所
（
以
下
「
東
北
連
絡
所
」
と

い
う
。
）
の
廃
止
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
な
ど
の
改
革
案
に
対
す
る
民
間
有
識
者
に
よ
る
評
決
結
果
を
踏
ま
え
て
、

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
同
年
九
月
二
十
一
日
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
業
な
ど
の
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
た
。
ま
た
、
ネ
ッ

一



ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
の
通
常
理
事
会
に
お
い
て
東
北
連
絡
所
の
廃
止
を
決
定
し
た
と
承
知
し

て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

第
九
回
省
内
事
業
仕
分
け
に
お
け
る
民
間
有
識
者
に
よ
る
評
決
結
果
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
役
員
の
削
減
及
び
連
絡
所
の
廃
止
な
ど
の
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
対
象
事
業
等
に
つ
い
て
同
省
が

自
ら
改
革
を
実
施
す
る
と
い
う
省
内
事
業
仕
分
け
の
趣
旨
は
達
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

省
内
事
業
仕
分
け
は
、
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
公
益
法
人
等
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
を
直
接
の
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
第
九
回
省
内
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
は
、
民
間
有
識
者
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
臓
器
の
あ
っ
せ
ん
の
事
業
に
つ
い

て
「
非
常
に
重
要
な
も
の
」
、
「
大
変
意
義
深
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
示
さ
れ
、
臓
器
移
植
の
重
要
性
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

位
置
付
け
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
同
省
と
し
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
省
内
事
業
仕
分
け
を

踏
ま
え
て
実
施
す
る
事
業
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
取
組
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
単
に

「
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の
体
制
整
備
等
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
予
算
措
置
を
講
じ

二



て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
は
、
臓
器
移
植
の
推
進
に
対
す
る
政
府
の
関
与

を
弱
め
よ
う
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

東
北
地
方
の
各
県
に
お
い
て
は
、
「
都
道
府
県
臓
器
移
植
連
絡
調
整
者
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日

付
け
健
発
第
〇
三
二
〇
〇
〇
二
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
通
知
）
に
よ
る
厚
生
労
働
省
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
県
臓
器
移
植

連
絡
調
整
者
（
以
下
「
県
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
い
う
。
）
が
一
名
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

お
い
て
は
、
臓
器
提
供
事
例
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
平
成
二
十
二
年
度
に
十
人
、

平
成
二
十
三
年
度
に
二
人
、
平
成
二
十
四
年
度
に
三
人
増
員
し
、
体
制
を
強
化
し
て
き
た
。
東
北
地
方
に
お
い
て
臓
器
提
供

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
事
例
が
生
じ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
も
東
北
地
方
の
各
県
の
県
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
東
京
に
あ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
東
日
本
支
部
か
ら
派
遣
す
る
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
が
連
携
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き
て
お

り
、
今
後
と
も
、
東
京
か
ら
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋
ね
の
事
業
拠
点
の
整
備
増
設
は
考
え
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る

三



が
、
政
府
と
し
て
は
、
臓
器
提
供
事
例
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
の
強
化
を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
適
切
な

支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
。
以
下
「
臓
器
移
植
法
改
正

法
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
に
移
植
医
療
に
関
す
る
啓
発
等
の
規

定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
県
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
移
植
医
療
に
関
す

る
普
及
啓
発
に
係
る
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
対
す
る
適
切
な
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

臓
器
移
植
法
改
正
法
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
説
明
に
お
い
て
「
現
行
法
を
改
正
す
る
に
当
た
り
、
国
民
に
対
し
平
等
に
、

臓
器
を
提
供
す
る
権
利
と
し
な
い
権
利
、
移
植
を
受
け
る
権
利
と
受
け
な
い
権
利
を
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
し
く
保
障
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
」
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
権
利
を
保
障
す
る
観
点
も
踏

四



ま
え
て
、
臓
器
移
植
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五


